
山   写 判な不
2o15, 1, 26.
横浜市立並木中学校

校 長  菱刈 範之

同 校 学校だより担当

'      「お天道様勝見ている」       .
校  長   菱刈範 之

27年 最初の出勤 日は素晴 らしい天 fl■ に恵まれ、澄み切 った空気のもと、シーサイ ド
ラインの車窓か らは、頂上か ら裾野まで全てを雪化粧 した 富士山をはっき りと見るこ

とができま した。おかげさまで新 しい一年のスタT卜 を気持ちよく切ることができま
した。保護者、地域の皆様 も健やかな良いお年をお迎えのことと拝察いた します。本
年 もよろ しくお願い致 します。    つ

さて標題の「お天道様は見ている」なのですが、これまでも、と言 っても近年特 に
「私 自身の中でずっと気にかかっていた言葉です。私が子供の頃には「人は見ているよ」

とか「そんな ことしてた ら人 に笑われるよ」等 と同様 に、確かにそのような表現で、

家庭でも学校でも、時には励まされ、時には戒めを受けた記憶があ ります。勉強でも
部活動でも、いやだな、つ らいなとの思いに負けずにt黙 々と努力を続ける者には「い
つか報われる、きっと評価 される」との応援メッセニジとしておくられま した。一方
で誰もいないt誰 も見ていないこ狡賢く考えることをきつく戒め、誘惑に負けそうに
なる子供たちの心を強 く支えたのもこの言葉です。
私達人間は一人で生きているのではな く、集団で社会生活をおくつています。です

か ら他人は 自分のことをどう思っているのだろうかt認めてくれているのだろうか、

言 つた ことや行 つた ことで笑われてはいないのだろうか、等 と考えを巡 らせて、1集 団
の中での 自分の立ち位置を気 にするのは、昔 も今 も、1そ して大人でも子供でも変わ ら

ず同じです。つまり健全で健康な社会生活を皆が営むために F駄 目なものは駄目」と

も智事業子じ「2万幕駐基iこ筆念塚ξ9寛Σ13EL勇男未ユ彙言脅是樫量R曇手l｀

先 日のdri蘭 には:80歳 を 目前に控えたある芸能人が、この言葉を引き合 いに「人は見
ている、だか ら死ぬまで仕事でも生き方でも手を抜けないよ」 と語る記事が載せ られ
ていました。
では私達はどうしてこのような考え方ができるのでしょうか」実は人の脳は、本能
(睡 眠欲や食欲等)や感情 (怒 りやおびえ等)を 司る古い脳の上に、翠性を司る新し
い脳が発達しており古い脳の働きをコントロールできるようになっています。従って、
人とはいえ動物であり、本能や感情が先行するのは仕方がないのですが、それを新し
い脳で適度に抑制できることが、他の動物と異なっていますb他人の目のあるところ
では我慢できても、一人では難しくなることがあるのは

「

古い脳と新しい脳のバラン

r下ぉ兵[違ばξ宅浜9FIまこ基笙喜三曇[手翼鴛争tilЪ易蕩「酉野り、二人でい
るときにもそれを忘れてはならないと'い う我々の知恵なのだと思います。しかし最近
は、あまりこの言葉を聞かなくなりました。自分が教員となり、また親となっ

｀
て子供

たちにそのような言い回しをしたことがあるかと考えても、きうとありませんでした。
最近は他人との違いを前面に打ち出すことが当たり前となり、個性を尊重する時代に
なりました。それはそれで素晴らしいことなのですが、「個性を主張する」「ことと「社
会性を高めていく」ことは互いに相いれないものであるかのように言われることがあ
るのが残念です。そして標記の言葉は「右に倣え」

・
との意味合いではありませんが、

何となく誤解されて伝わり難くなったこともあります。      .
しかしこんな時代だからこそ 、一並木中学という社会集団を見つめ直すために:敢え



て 「お天道様 は見て いる」 と伝 えな ければな らな いと感 じています。

新生徒会本部役員

昨年末の 12月 17日 に、新生徒会本 部役 員選挙が実施 され ま した。立候補者が各

役職 の定員 ち ょうどの信任投票 とい う形 にな りま した。投票結 果は全 員信任 とな り、

全 員の 当選が発 表 され ま した。会長 は 山口郁 也 さん、副会長は 田代桃佳 さん と阿部純

花 さん 、書記 は品 田優衣 さん と舘澤成 実 さん、会計 は高野真維 さん と池永果穂さん、

福祉委員長 には岸村幸姫 さん、保健 委員長 には石井麻 弥香 さん、 図書委員長 には田村

さ くらさん 、放送委員長 には原 百花 さんです。生徒 の 自主的な活動の 中心 と しての活

躍 を期待 して います。1次 の文章 は選挙公報 に載 った ものの抜粋です。

会長  2年 1組  山 口郁也                    .
学校行事 に参加 してきて、 もう少 し発言すべきだった と後悔 しました。会長 になっ

てその後悔を改善 して、学校 の良いところを伸ばし悪いところを改善し、地域にも紫

陽花学園や清掃ボランティアを通 して色々なものを発信 していきたいです。

副会長  2軍 3組  田代制L佳

今年度会計を務め、本部役員の仕事は並木中学校のためになることが多 く、地域に

貢献する楽 しさもあると感 じました。特に三年生を送る会に力を入れ、一生思い出に

残るものにしたいです。そ して副会長 として会長 を支え、並木中学校を引っ張ってい

けるよう頑張 ります。

副会長  :軍 2組 阿部純花

みんなが楽 しいと思える学校 にしたいです。清掃ボランティアに学級委員 として参

加 した とき、評議会の人たちがほとんどで一般の生徒はいませんで した。みんなで活

動できるように声をかけ、みんなで学校 を良くしていく活動に参加することで充実で
きる楽 しい学校 にしていきたいです。

書記  1年 Z組 舘 澤成実
特 に行事 に力を入れて、もっとみんなで楽 しく団結できるような行事を増や した り、

学校の危険な ところをな くした りして過 ごしやす くしたいです。また話をまとめるこ
とが得意なので生かしたいです。卒業しても良かった楽しかったと良い思い出になる
中学校にしたいです。

会計 2年 2組  高野真維
学校をより良くするための挨拶キャンペーンや非行防止サミット.な どの活動に頑張

ります。
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活動などにも積極的に:取 り組み、福祉活動を盛り上げていきたいと思います。
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室のある棟 )

ぱいの期間、

校内書き初め展

例年の通 り校内では 「書き初め展」が始ま りま した。作 品は B

か ら D棟 (1, 2年 生の教室がある棟 )に 行 く 2階 の渡 り廊下に

掲示 してあ ります。次の写真は各賞の作品です。

棟 (職 員

1月 いっ

○ 並木中学校ホームページはもう少しで新しくなります。
○  主な提 出物 の プ リン トは正 門前の掲示板 に掲示 してあ りますの tでご師さい。、

  どず),質′

`彎
二J]′」劇

○ 体育館・プール・武道場の道
より 2月 いっぱいの工事の予定

☆あllさつ運動標語☆
あ01さつで実顔かがやく並本のきち



平成 27年  2月
*授業番号は変更することがあります。

行 事 予 定 表

日 曜 行事

2 月 朝会

3 火
職場体験・福祉体験
3年学年末テスト

`

4 水
職場体験・福祉体験

3年学年末テスト

5 木 ⑥定例会 公立志願変更期 I

目

＝

6 金 十

9 月 生徒集会 ⑥2年進路説明会
０４

ロ
ロ 火 新入生説明会 私立一般入試

２４
１
１ 不

13 金 ⑥学習相談

16 月 ⑥学習相談 公立学力検査
７■

ロ
ロ 火 ⑥学習相談 公立面接・特色検査
８４

１
１ 水 1・ 2年学年末テスト 公立面接口特色検査
９４

１
日 木 1・ 2年学年末テスト

20 金 1・ 2年学年末テスト

23 月 3年卒業遠足

24 火

25 水 市学習状況調査【1・ 2年】

26 木 市学習状況調査【1・ 2年】

27 金 公立合格発表

下

授業 日数19日 1

校完 了  17:30


